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●食料品の消費税、一時０％に減税
●所得に応じた「給付付き税額控除」
　(消費税還付制度)の導入
●ガソリン税暫定税率の廃止
●自動車関係諸税の軽減と簡素化
●物価上昇を超える、働きに見合った
　賃金水準の引き上げ
●「130万円の壁」を埋める、
　就労支援給付制度の導入
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54歳

減税で負担軽減！！
手取りを増やし
家計を守る

氷河期世代問題は
政治主導で解決2 3 中小企業の成長は

日本経済の成長
●低年金状態を補完する制度の設計
●職業訓練、正規雇用のほか、創業や
　就農などへの支援
●生活再建のため、一時金給付の検討

●創業からの物心両面の経営支援
●インボイス制度の早期廃止
●納税者権利憲章、関連法の早期制定
●「下請けいじめ」の根絶
●中小企業の社会保険料負担軽減
●起業家教育の実施、充実

●通勤・通学時間帯の混雑、渋滞の緩和
●バリアフリー、多言語対応のまちづくり
●岐阜県を中心としたインフラ整備
●誰もが安心して暮らせる公共交通の整備

●職員の賃金引き上げ、負担軽減
●キャリアアップ、スキルアップの支援
●離職ゼ口に向けた取り組みの強化

●企業・団体献金の全面禁止
●国会議員定数を2割削減
●参議院選挙区の「合区」解消、都道府県
　代表として「最小定数1」を固定化

本気の政治改革。熟議の国会を
リードする参議院へ 日常生活や物流、観光を便利に

医療・福祉・介護の現場で
働く人の処遇改善

服部まなぶの
活動情報は
こちらから▶

岐阜一般労働組合専従（現:書記長）
連合岐阜・岐阜地域協議会議長
立憲民主党岐阜県参議院選挙区第1総支部長(現職)

岐阜市立伊奈波中学校卒業
岐阜県立岐山高等学校卒業(第30期)
岐阜大学教育学部入学
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